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目
的
・
意
義

，
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
の
目
的
・
怠
義
は
、
二
つ
の
点
で
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

の
―
つ
は
、
他
の
一
般
文
化
の
国
際
交
流
と
同
様
、
文
化
を
通
じ
て
各
国

民
相
互
の
理
解
と
親
善
を
深
め
、
も
っ
て
世
界
平
和
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
り
、
＇
他
の
一
っ
は
、
わ
が
国
の
芸
術
文
化
の
進
展
と
普
及
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
の
芸
術
分
野
の
う
ち
に
は
そ
の
歴
史
が
浅
く
、
い
ま
だ
多
く
を
欧
米

に
学
ぶ
必
要
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
欧
米
の
す
ぐ
れ
た

芸
術
活
動
を
わ
が
国
に
紹
介
し
て
こ
れ
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
芸

マ
↑
、
術
文
化
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、
た
と
え
ば
現
代
エ

芸
術
文
化
・

芸
美
術
家
協
会
が
二
、
三
年
来
行
な
っ
て
来
て
い
る
欧
米
そ
の
他
多
く
の
国
々

に
お
け
る
巡
回
展
示
は
、
そ
れ
ら
各
国
に
お
け
る
批
判
に
堪
え
つ
つ
、
よ
り
い

っ
そ
う
す
ぐ
れ
芸
術
分
野
の
確
立
に
資
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
界
は
狭
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
意
味
で
芸
術
は
相
互
に
影
響
さ
れ
つ
つ

世
界
的
な
視
野
に
お
い
て
は
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
に

お
い
て
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
は
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
主
要
性
を
増
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
事
業
は
、
政
府
に
よ
る
も
の
と
民
間
に
よ
る
も
の
が

あ
り
、
政
府
に
よ
る
も
の
に
は
政
府
機
関
が
直
接
行
な
う
も
の
と
補
助
金
を
交

付
し
て
民
間
団
体
に
行
な
わ
せ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、
ま
た
民
間
が
自
主

方
法

蛭

田

浩

の

国

際

交

流
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文
部
省
に
「
お
い
て
は
文
化
行
政
の
一
体
化
と
そ
の
強
化
を
目
ざ
し
て
文
化
局

を
五
月
一
日
付
で
設
置
し
、
従
来
社
会
教
育
局
に
計
上
さ
れ
て
い
た
芸
術
関
係

門
体
補
助
金
一
億
円
が
引
き
つ
が
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
芸
術
文
化
の
国
際
交
流

関
係
分
と
し
て
は
六
、
四

0
0万
円
が
予
定
さ
れ
て
お
り
大
要
次
の
よ
う
に
配

）
 

ハ

文

部

省

（
 

ーヽ二
文
化
財
保
護
委
員
会
お
よ
び
国
立
博
物
館

(‘、

- 39 -

わ
が
国
と
各
国
と
の
芸
術
文
化
の
交
流
は
、
国
力
の
充
実
国
際
的
旭
位
の
向

上
に
倅
い
、
ま
ず
ま
す
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
令
主
と
し
て
政
府
殿
関
を

中
心
に
そ
の
現
状
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

現
在
供
昴
の
ヒ
疲
国
に
は
い
ず
れ
も
外
務
省
に
文
化
固
類
似
の
局
を
置
き
多

額
の
予
算
を
計
上
し
て
吋
外
文
化
活
動
を
樅
進
し
て
お
り
、
わ
が
匡
に
捻
い
て

も
文
化
事
葵
部
を
設
け
漬
極
的
た
活
躍
を
続
げ
て
い
る
。
現
在
わ
が
ほ
と
文
化

協
定
を
締
姑
し
て
い
る
国
は
十
一
か
閏
（
フ
ラ
＂
＇
，
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
メ
キ
ジ

コ
・
イ
ン
ド
。
ニ
ジ
。
フ
ト
•
阿
ド
ィ
ッ
。
。
〈
キ
ス
ク
ン
・
イ
ラ
ン
・
イ
ギ
リ

ス
8

ブ
ラ
ジ
ル
）
あ
り
、
肱
定
門
9
げ
に
従
っ
て
各
狐
の
卓
業
を
行
な
う
ほ
か
日

仏
3
F
l

炉
。
日
本
．
メ
キ
シ
コ
•
F
i
印
・
日
独
。
日
災
。
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
は
そ
れ

ぞ
れ
混
合
委
員
会
を
設
け
て
協
議
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
ほ
か
に
日
米

一
五
七
万
円

一
億
嗅
四
一
八
万
円
の
内
わ
け
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

管
瑶
費
竺
、
四
一
七
万
円
、
事
業
費
（
六
、
五
三
六
万
円
）
海
外
駐
在
費

（一、

0
1
0
万
円
）
ロ
ー
マ
日
本
文
化
会
館
這
営
費
（
三
、
四
五
一
ハ
万
円
）
で

毒
羹
費
は
資
料
作
成
費
と
催
物
関
係
費
に
わ
か
れ
て
い
る
。
資
料
作
成
費
は
日

本
文
化
叢
書
（
英
文
）
三
七
八
万
円
、
日
本
美
術
の
伝
統
（
四
九
三
万
円
）
等

で
あ
り
、
催
物
関
係
は
、

⑦
欧
州
巡
回
富
岡
鉄
資
展
二
五
七
万
円

＠
第
三
十
三
回
ベ
一

□〈
ビ
ニ
ン
ナ
ー
レ
ニ
―
三
万
円

◎
中
近
東
巡
回
日
本
学
童
生
活
紹
介
写
真
展
一
三
八
万
円

〶
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
国
惰
紹
介
写
真
展
一
七
五
万
円

R
東
南
ア
ジ
ア
巡
回
日
本
舞
踊
団
公
演
費
一
、
五
二
七
万
円

R
-
l
i
ー
ジ
ラ
ン
ド
濠
州
巡
回
仙
崖
展
一
三
九
万
円

①
中
南
米
巡
回
建
築
写
真
展
一
五
六
万
円

R
カ
ナ
ダ
巡
回
日
本
混
代
美
術
炭
二
七
七
万
円

⑪
第
五
回
東
京
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
コ
ン
ク
ー
ル

R
国
際
版
画
ビ
ニ
ン
ナ
ー
レ
一
、
i

0
九
万
円

そ
の
他
三
三
七
万
円
の
計
囮
、
四
七
九
万
円
で
あ
る
。

分
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

大
阪
国
際
フ
ニ
ス
テ
ィ
バ
J
V
の
開
催
二
、
二

0
0万
円

①
第
七
回
現
代
日
本
美
術
展
（
日
本
国
際
美
術
展
の
予
選
会
を
兼
ね
て
い

る
。
）
四
五

0
万
円

＠
現
代
工
芸
欧
州
展
（
ア
メ
リ
カ
、
北
欧
に
続
き
主
と
し
て
南
欧
を
中
心

に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
）
一
、

0
0
0万
円

0

日
本
民
族
舞
踊
調
査
研
究
紹
介
（
賭
外
国
の
す
ぐ
れ
た
民
族
舞
踊
に
接

す
る
機
会
を
多
く
も
つ
が
わ
が
国
か
ら
海
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
た
め
三
年
の
調
査
と
再
度
の
試
演
会
を
重
ね
海
外
に
対
し
わ

炉
国
民
族
舞
踊
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
）
五

0
0万
円

〶
第
十
五
回
ア
ジ
ア
映
画
祭
参
加
（
本
年
は
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
）

五
0
万
円

⑮
第
五
回
造
型
美
術
国
際
会
議
の
開
催
七
五

0
万
円

◎
第
一
回
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ

n

ン
ク
ー
ル
開
催
七

0
0万
円

⑤

ト

ル

ス

ト

イ

展

開

催

八

0
0万
円

な
お
、
こ
の
ほ
か
日
米
文
化
教
育
会
議
に
基
づ
い
て
イ
ン
ホ
メ
ー
シ
ョ
ツ
｝
〇

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

国
際
芸
術
家
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
日
本
演
劇
協
会
を
そ
れ
ぞ
れ
芸
能
資
料
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
演
劇
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
補

助
金
を
支
出
す
る
予
定
で
あ
る
。
—

な
お
、
国
際
文
化
課
に
お
い
て
諸
外
国
と
の
文
化
交
流
と
し
て
一
七
九
万
円

日
仏
会
館
等
事
業
費
補
助
金
と
し
て
四
五
九
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ヽ
jイ

外

務

省

‘f¥ 

ーヽ、ロ
国
際
文
化
捩
興
会

（
 

現
状

に
行
な
つ
も
の
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
新
聞
社
f
文
化
国
体
等
が
行
ば
う
も

の
で
公
共
性
を
持
つ
も
の
と
、
ま
っ
た
＜
O
J
薗
業
ベ
ー
ス
に
よ
る
も
の
と
に
分

け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
新
聞
社
、
文
化
団
体
等
の
行
な
う
有
意
裟
な
事
業
に

対
し
て
は
袖
助
金
は
支
出
さ
れ
な
い
ま
で
も
政
府
の
便
宜
供
与
や
後
援
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

政
栂
機
関
と
し
て
は
、
外
務
省
、
文
部
省
（
文
化
財
保
護
委
員
会
、
日
本
ュ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
、
国
立
の
博
物
館
、
美
術
館
企
含
む
。
）
通
産
省
等
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
闊
を
も
っ
て
芸
術
文
化
の
同
際
交
流
に
当
た
っ
て
い
る
。

文
化
敦
育
会
麟
が
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
日
米
文
化
教
育
テ
レ
ビ
番
組

交
流
脇
会
5
発
足
尋
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

外
誇
省
で
は
こ
れ
ら
国
際
交
流
の
窓
口
的
な
睾
謗
を
行
な
う
ほ
か
、
文
化
人

等
派
遣
費
（
二
、

八
三
五
万
円
）
在
外
公
館
用
資
料
購
入
費
（
一
、
五
七
二
万

円
）
啓
発
宣
伝
費
（
五
｀
八
六
六
万
円
）
文
化
人
等
招
へ
い
（
六
二
＝
＝
万
円
）

等
閲
十
一
年
度
に
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
芸
術
文
化
の
交
流
に
も
相

当
額
が
支
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
e

ま
た
こ
の
ほ
か
。
ハ
リ
日
本
館
管
浬
運
営
の

た
め
一
、
二
七
七
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
但
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
財

団
法
入
国
際
文
化
振
興
会
（
文
部
省
、
外
務
省
共
管
）
（
通
称
K
B
S
)
に
対

し
て
総
額
一
億
限
、
四
一
八
万
円
の
補
助
金
を
支
出
し
て
行
な
わ
せ
て
い
る
。

国
際
文
化
交
流
専
業
は
、
政
府
炉
直
按
行
な
う
よ
り
も
r

政
府
か
ら
独
立
し

た
機
関
に
委
託
し
て
行
な
う
方
が
適
切
の
場
合
が
多
く
、
効
果
が
あ
が
る
場
合

が
多
い
、
現
に
、
英
国
で
ほ
英
国
文
化
振
興
会
（
プ
リ
テ
‘
ィ
シ
ュ
。
カ
ウ
ノ
シ

ル
）
が
公
の
模
悶
と
し
て
骰
立
さ
れ
、
政
府
か
ら
一
〇
〇
億
円
(
]
九
六
四
年
）

の
幡
助
金
を
受
け
、
職
員
一
―
-
、
二

0
二
名
を
擁
し
て
強
力
衣
対
外
活
動
を
行
な

っ
て
捻
り
、
フ
ラ
ジ
ス
で
は
政
令
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
槻
悶
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

芸
術
振
興
会
が
六
億
六
、

0
0
u
0万
円
(
i
九
六
一
年
）
の
政
府
補
助
金
を
受

げ
芸
術
的
催
物
の
国
際
交
流
を
行
た
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
国
際
文
化
振
興
会
は
昭
籾
九
年
に
設
立
さ
九
現
在
の
価
格
で
的
三

低
円
の
袖
助
金
を
受
け
活
躍
し
た
時
伐
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
袖
助
謡
が
漸
増
し

つ
つ
あ
る
と
饂
い
え
戟
前
並
び
に
列
国
に
比
し
少
額
と
い
わ
ね
は
な
ら
な
い
。
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以
上
の
よ
う
に
羞
術
文
化
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
多
く
の
横
関
が
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
多
賢
似
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す

る
で
あ
ろ
う
国
際
交
流
に
対
処
し
て
そ
れ
ぞ
れ
所
管
省
が
関
連
す
る
分
野
に
つ

い
て
肛
特
に
祖
互
連
碕
を
緊
憲
に
図
っ
て
そ
の
実
を
あ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う

し
、
あ
る
い
は
、

rTl際
文
化
振
興
会
や
そ
の
他
文
化
団
体
に
対
す
る
補
助
を
増

額
し
て
い
っ
そ
う
活
発
た
活
動
を
期
行
す
る
必
翌
が
あ
ろ
う
。
一
方
民
閏
こ
お

い
て
叱
商
業
｀
ベ
ー
ス
で
盛
ん
に
交
況
が
釘
た
わ
れ
て
い
る
が
詢
屈
か
ら
の
拍
ヘ

四

問

題

克

て
そ
の
全
容
を
は
握
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

今
か
り
に
昭
和
三
十
九
件
度
中
に
囚
旧
で
行
た
わ
れ
た
国
際
美
循
殷
を
置
下

す
る
と

ロ
シ
ア
秘
宝
屎
、
英
国
銀
揺
美
術
展
、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ナ
ス
展
、
第
三
回
供
界

こ
ど
も
ま
つ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
テ
ザ
イ
シ
展
、
尻
代
イ
辛
リ
ス
彫
刻
尻
、
先

ィ
ン
カ
コ
ト
レ
展
、
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
武
具
股
、
第
五
回
私
の
お
母
さ
ん
児
童
囲

晨
ダ
リ
殷
、
東
洋
古
美
術
辰
、
国
際
青
年
美
術
歴
、
国
際
版
画
ビ
ニ
ン
ナ
ー

レ
、
第
五
回
世
昇
児
童
画
辰
で
あ
り
、
こ
の
う
も
ロ
ジ
ア
の
秘
宝
展
、
ミ
ロ
の

ヴ
ィ
ナ
ス
展
、
国
隊
版
画
ビ
ニ
ン
ナ
ー
ど
の
三
件
の
み
が
国
立
の
博
物
館
、
美

術
餌
が
共
催
し
て
い
る
が
他
は
新
闘
社
等
の
単
独
の
裏
業
で
あ
り
そ
の
多
く
は

文
部
省
や
外
務
省
の
後
援
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
度
中
の
国
際
映
国
祭
開
催
は
三
十
七
か
所
に
及
び
、
日
本
か
ら

の
参
加
作
品
数
は
延
べ
百
三
十
本
に
及
ん
で
い
る
が
そ
の
す
べ
て
は
民
間
の
事

業
で
あ
る
。

（
文
化
局
文
化
課
長
補
佐
）

文
化
財
保
護
委
員
会
お
よ
び
そ
の
所
轄
機
関
で
あ
る
国
立
東
京
博
吻
誼
に
お

い
て
は
、
わ
が

1
古
美
術
お
よ
び
伝
統
芸
熊
の
悔
外
と
の
交
流
と
い
う
観
点
か

ら
各
種
の
事
業
を
行
な
っ
て
来
た
が
昭
和
四
十
年
九
月
か
ら
実
施
中
の
米
加
巡

回
古
美
術
辰
を
四
十
一
年
六
月
ま
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
四
十
一
年
度
予
算

と
し
て
一
七
一
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
ま
た
日
仏
文
化
交
流
辰
と
し
て
四
十

年
に
実
施
し
た
ョ
ー
ロ
ッ
パ
名
国
展
に
対
し
四
十
一
年
度
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
日
本
古
羮
術
辰
を
罪
催
す
る
た
め
の
贅
用
と
し
て
二
八
三
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
日
伊
文
化
交
浣
脱
が
閲
十
一
年
十
月
ー
十
一
月
に
か
け
て
ロ

ー
マ
で
、
十
二
月
か
ら
一
月
か
け
て
東
京
で
相
互
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
こ
の
予
算
と
し
て
二
、
五
八
三
万
円
が
計
上
さ
か
て
い
る
。

曰
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

日
本
ュ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、
f
T
l
際
坦
解
に
関
す
る
助
言
、
企
国
詞
査

攀
を
行
な
う
が
ュ
ネ
ス

n

の
日
本
文
学
勘
訳
計
固
へ
の
協
力
と
し
て
、
巳
本
古

典
文
化
、
現
代
文
学
の
焚
仏
語
闘
訳
を
行
仄
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
紹
介
の
た

め
の
資
粁
作
成
、
国
際
演
閲
月
の
演
劇
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
r

ま
た
ュ
ネ
ス

コ
下
部
組
織
団
体
に
対
し
国
際
会
麟
の
開
催
＼
日
本
文
化
の
海
外
紹
介
の
た
め

一
、
五

0
0万
円
の
交
付
を
行
な
い
、
国
際
理
解
の
目
的
の
も
と
に
各
望
の
国

際
会
麟
を
行
な
っ
て
い
る
。

国
立
近
代
美
術
館
等

文

部

省

の

で

あ

る

国

立

近

仇

美

衛

館

、

よ

び

国

立

西
詳
美
術
館
げ
、
釦
匈
的
別
辰
を
自
主
開
催
す
る
ほ
か
、
新
掬
祉
等
の
主
催
す

通
至
省
は
主
と
し
て
わ
が
国
芸
術
作
品
の
海
外
市
湯
の
開
巧
の

術
文
化
の
海
外
紹
介
に
尽
力
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
年
に
は
芸
術
見
本
市
脇
会

の
設
立
に
協
力
し
、
本
年
四
月
ア
メ
リ
カ
に
捻
い
て
美
術
工
芸
品
を
中
心
に
展

示
し
て
奸
評
を
得
た
が
四
十
年
度
三
千
万
円
、
四
十
一
年
度
二
千
万
円
の
捕
助

金
は
ジ
[

4

，
口
を
遼
し
て
協
会
の
事
業
に
儲
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
炉
国
映

画
の
輸
出
振
興
の
た
め
、
ロ
ー
マ
日
本
映
固
セ
ン
タ
ー
に
対
し
同
館
を
遣
営
す

る
劇
映
画
脇
会
に
二
分
の
一
補
助
の
一
、
一
四
八
万
円
を
予
算
計
上
し
て
お

り
、
そ
の
他
カ
ン
ヌ
等
三
大
国
際
映
画
祭
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
周
辺
都
市
に

捻
い
て
見
本
市
を
開
催
す
る
た
め
一
か
所
二
六
八
万
円
、
計
八

0
五
万
円
を
補

助
し
て
い
る
。

ま
た
映
画
普
及
脇
会
製
作
の
海
外
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
約
七

0
万
円
買
上
げ
こ

れ
を
外
務
省
を
適
じ
て
各
国
に
配
布
を
行
な
う
等
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

以
上
は
主
と
し
て
政
府
段
院
の
行
な
っ
て
い
る
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
亭
業

に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
民
閏
団
体
が
行
な
っ
て
＞
る
も
の
に
つ
い

ヽ

｀

】

、
こ
つ
、
て
は
玉
石
混
こ
う
の
錮
和
状
態
と
も
い
え
る
状
況
に
あ
り
、
そ
仇
が

し
＞
t
ー

L
v

日
本
芸
術
家
の
活
燥
の
場
を
圧
迫
す
る
榛
粗
を
呈
し
て
お
り
、
そ
の
詞
覧
を
必

要
と
す
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
わ
が
国
の
芸
能
の
海
外
進

出
に
つ
い
て
は
相
手
側
の
受
け
入
れ
志
情
等
に
う
と
い
た
め
失
敗
す
る
例
も
多

く
こ
れ
ら
の
更
惜
が
互
い
に
理
解
で
き
う
る
た
め
の
イ
ン
ホ
メ
ー
シ

n

＿
ン
セ
ン

グ
ー
の
祖
互
設
置
が
要
望
さ
わ
る
。
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（へ） （ホ）

、
j
,ト

通

産

省

（
 

る
国
際
的
美
術
辰
に
会
場
を
提
供
ず
る
こ
と
が
あ
る
炉
昭
和
四
十
一
年
度
に
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
展
覧
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

e

国
立
近
代
美
術
舘
硯
代
ア
メ
リ
カ
絵
画
展
一
、
五

0
六
万
円

日
伊
交
換
映
画
祭
七

0
万
円

同
京
都
分
館
世
界
生
活
工
芸
辰
四
七
二
万
円

固
立
西
洋
美
術
館
ソ
ビ
ニ
ト
政
府
所
有
ョ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
絵
国
名
作
展

四、

0
九
0
万
円

--4 0 -



＊
五
月
一
日
か
ら
文
部
省
に
文
化
局
が

設
骰
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
行
政
を
所
掌

す
る
こ
の
局
は
、
従
来
社
会
教
育
局
や

調
査
局
に
分
放
し
て
い
た
文
化
行
政
の

事
務
茫
統
合
し
た
も
の
で
、
芸
術
、
著

作
権
、
国
際
文
化
、
国
語
、
宗
務
の
各

課
と
新
設
の
文
化
課
と
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
調
査
局
が
解
体
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
調

査
局
に
所
属
し
な
が
ら
文
化
局
に
編
成

さ
れ
な
か
っ
た
調
査
、
統
計
の
二
課
が

官
房
へ
、
留
学
生
課
が
大
学
局
へ
移
さ

れ
ま
し
た
。

冷
新
た
に
設
置
さ
れ
た
文
化
陳
は
、
文

化
の
振
興
に
関
し
、
企
画
し
、
お
よ
び

連
絡
調
整
す
る
こ
と
、
文
化
の
普
及
に

関
し
、
援
助
と
助
酋
を
与
え
る
こ
と
、

美
術
館
等
の
文
化
施
設
の
整
備
に
関
す

る
こ
と
、
国
立
近
代
美
術
館
お
よ
び
西

洋
美
術
館
に
関
し
、
予
竹
沈
案
の
準
備
に

編

集

後

記

関
す
る
こ
と
、
文
化
に
関
す
る
団
倖
と

の
連
終
に
関
す
る
こ
と
、
な
ど
を
所
掌

事
務
と
し
て
い
ま
す
。

＊
「
文
部
時
報
」
も
五
月
号
か
ら
編
集

は
調
査
局
か
ら
大
臣
官
房
へ
と
移
し
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

斗
五
月
号
は
文
化
局
の
発
足
に
ち
な
ん

で
、
芸
術
文
化
の
問
題
を
特
集
と
し
、

そ
れ
に
教
育
の
国
際
交
流
を
加
え
ま
し

た
。
特
集
に
つ
い
て
は
、
芸
術
教
育
を

社
会
教
育
と
学
校
教
育
と
の
両
面
か
ら

と
り
あ
げ
、
学
校
教
育
で
は
、
文
学
、

美
術
、
音
楽
の
各
分
野
ご
と
に
そ
の
問

題
点
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た。
ヤ
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
さ
る
三
月

に
行
な
わ
れ
た
日
米
教
育
文
化
会
鏑
に

つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
会
議
の
大
要
を

木
田
審
議
官
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
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